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 昨年９月のある日、千葉県環境生活部から「貴会を

文化の日千葉県功労者表彰の候補者として推薦したと

ころ承認されました。つきましては標記表彰をお受け

いただけるか御意向を連絡願います。」との知らせを

いただきました。突然の知らせでしたが、迷わず光栄

なことで謹んでお受けしたいと回答するとともに、当

協議会の役員・役職のみなさんに吉報を連絡しました。 

この栄誉ある功労者表彰にあたって、当協議会の歩

みを振り返ってみると、平成８年度の環境カウンセラ

ー登録制度の創設に伴い、千葉県内で初年度登録者の

56 名により平成 10 年 2 月に任意団体として「環境カ

ウンセラー千葉県協議会」を設立して 12 年半余りが経

過しています。さらに会員数が 100 名を超え平成 15

年 7 月には、それまでの任意団体を解散し、「特定非

営利活動法人環境カウンセラー千葉県協議会」（略し

て EC 千葉）を設立してから 7 年の歴史を重ねており、

平成 20 年には設立 10 周年として記念式典、記念講演

会、八幡平・十和田への自然観察会、記念誌発行など

を行ってお祝いをしたところです。 

これまでつぎのような活動をしてまいりました。 

○県内企業に対し企業環境セミナーや内部監査員養成

講座を開催して環境マネジメントシステムへの取り

組みを啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○エコアクション 21（EA21）の普及のためのセミナ

ーやコンサルティング 

○EA21 の県内展開のために地域事務局千葉県環境財

団の活動への協力 

○省エネナビによる省エネ生活のフォローアップ 

○県との協働事業として、地球温暖化防止活動推進員

の養成・ブラッシュアップのための講習会の開催 

○県 NPO パワーアップ補助金事業を皮切りに県内高

校での環境学習授業の展開 

○県との協働事業として、浄化槽使用者に対する水質

保全の講習会を開催して啓発 

このような活動を通して県内の環境保全に寄与した

ことが評価され今回の表彰に至ったものであり、これ

までの会員各位のご努力とご苦労に感謝いたします。 

表彰式典は、昨年 11 月 3 日、県庁で行われ、16 部

門で 68 の個人･団体が森田健作知事から表彰を受けま

した。環境部門は 3 個人･団体で団体として当協議会が

唯一でした。式典のあと記念撮影に続いて懇談会が行

われ、森田健作知事から当協議会に対し激励のお言葉

をいただきました。 

この表彰を励みとして、当協議会はさらなる活発な

活動を展開していきたいものと思います。 

（理事長 國廣 隆紀） 
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広報 

環境カウンセラーは、環境省に認定された環境の専門家です。 

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対策、環境教育・学習などお気軽にご相談下さい。 

 

平成 21 年文化の日 千葉県功労者表彰を受ける 
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平成 21 年度県委託事業である表題の啓発教育を「浄

化槽啓発講習会」として開催しました。水環境対策セ

ンターのメンバーが中心となって、受講者の募集から

会場設営、講師までの全ての業務を私たちが自ら行い、

あたかもキャラバン隊(会場設営および講師として巡

回)に例えることのできる活動ぶりでした。 

7 月 18 日(土)の船橋市を皮切りに６カ月をかけ、12

月５日(土)の南房総市を最後に終了することができま

した。全行程 11 会場で午前・午後の２回、計 22 回の

講習会を開催しました。前半は、下水道の普及が比較

的進んでいる地域での開催ということもあり、1 回の受

講者は 15～25 名でしたが、後半の浄化槽の割合が高い

地域では 1 回に 20～40 名の受講者数となり、最終回の

南房総市では水質測定の実験を２班に分けて行うほど

の盛況でした。 

講習会は、浄化槽に関する講義と水質測定実験から

構成し、浄化槽の基本から紐解き、浄化槽が｢魔法の箱

ではない｣ことを理解していただくことからはじまり、

初期性能検査後の毎年行うべきことを自動車の車検制

度に例え、維持管理と清掃、それと検査の関連性を説

明し、車検証に代わる保守点検記録票(例)の読み方の

水質測定実験を体験しながら理解していただきました。 

中間点の 10 月 17 日(土)の市原市会場での講習会終

了後に協働事業の評価委員(2 名)、県環境生活部 NPO

活動推進課 NPO 事業室及び同部水質保全課水質指導

室による中間ふりかえり会議が開催されました。午後

の講習会を体験受講された後に予め提出した資料に基

づく説明、質疑応答が行われました。後日、評価委員

がまとめられた 11 項目のコメントの一部を引用させ

ていただくと、『事業計画を読んだ時点ではこの内容

を協働事業として実施する意義に若干の危惧を抱いて

いたが、講習会現場を見ることで解消された。行政が

行う環境教育の場になかなか参加者が集まらないなか

で、浄化槽という身近なところから学ぶ機会をその専

門性を持った NPO が実現しており、大変すぐれた事業

と分かった。』と記され、他にも好意的な評価とアド

バイスをいただいています。さらなる継続への取り組

みの必要性について、『啓発にはある程度の期間とこ

のような機会が必要であり、単発的に終わらないよう

県の水質保全課と環境カウンセラー千葉県協議会には

次年度もしっかりと協議して展開していただきたい。』

とコメントされていることに対しては、県も 22 年度の

継続実施を検討しているとのことです。 

また、各講習会の終了時には受講者にアンケートを 

 

 

 

 

お願いしました。講習資料について「分かりやすい」、

講習会の満足度について「満足～ほぼ満足」、今後、

浄化槽を使用する上で「役立つ」などと回答され、大

変良い評価をいただくことができました。 

地元市町村の浄化槽担当者、設置・維持・清掃等の

業界関係者の出席およびマスコミ取材がありました。

県内で初めての本格的な浄化槽講習会を成功させ、今

後の浄化槽啓発教育の基盤をつくることができました。 

県内に浄化槽が約 60 万基設置されていますが、この

うち生活系排水を処理しない“みなし浄化槽”が約 43

万基あります。管理方法を主とする啓発教育だけでは

カバーできませんが、その場を活用して合併浄化槽へ

の転換を強く訴え続ける必要があります。 

これらの啓発教育は緒についたばかりです。草の根

運動として「継続あるのみ」の遠大なテーマです。「浄

化槽」が地球温暖化対策やごみ問題と並ぶ主要な環境

問題として認識され、環境学習の場で広く取り上げら

れることが望まれます。環境カウンセラー千葉県協議

会の皆様に引き続きご支援ご協力をお願い致します。 

（水環境対策センター〈幹事〉浄化槽啓発講習会講師 

稲葉信克） 

 

講習会案内状発送作業 

 

南房総市千倉保健センター 

県とＮＰＯとの協働事業 

「浄化槽使用者に対する水質保全に関する啓発教育の実施」を終了 



                                                3８号－ 

 

3 

 

 

 

 

 

今年度の秋季研修会は、「環境カウンセラーとして

これから何をなすべきか」をテーマに、11 月 14 日に

幕張の（財）海外職業訓練協会（OVTA）で会員 21 名

が参加して開催された。 

午前は、はじめに、環境省関東地方環境事務所 環境

対策課の寺西 武夫課長補佐に「環境カウンセラーにこ

れから期待すること」を演題として約２時間講演して

いただいた。 

寺西 武夫課長補佐の講演は以下のように直近の環

境政策が分かりやすくよくまとめられており、大変参

考になった。 

とくに鳩山首相の国会における所信表明演説の中で

温室効果ガス排出量について、1990 年比で 2020 年

25％削減に向けた中期目標実現のための「チャレンジ

25」の説明もあった。 

そして演題の「環境カウンセラーにこれから期待す

ることに」についての講演があり、続いて直近の環境

政策と地域の環境保全活動について活発な意見交換が

交わされた。 

寺西 武夫課長補佐の講演内容の項目と内容 

Ⅰ．わが国の最近の環境行政の動向について 

1.温暖化防止に向けた世界の動き 

・世界で地球温暖化が進んでいる 

・世界で温暖化対策を行わない場合、被害・影響が

大きくなる 

・温室効果ガスを 2000 年比で 50%～85％削減し、

2050 年の気温を２℃以内の上昇に抑える 

・ポスト京都議定書の枠組みをＣＯＰ15 で国際的

に議論する 

2.わが国の温暖化対策の枠組み 

・中長期目標、2020 年までに 25％削減、2050 年

までの早い時期に 60％超の削減 

・新エネルギーを 2020 年までに 1 次エネルギーの

10％導入 

3.わが国の温暖化防止の具体的取り組み 

・低炭素社会づくり行動計画を策定して太陽光発 

電の導入を強化 

・太陽光発電を 2020 年に 10 倍、2030 年に 30 倍

を目標に導入を推進 

・エコポイントの活用によるグリーン家電の普及 

促進 

・国内排出量取引制度、環境税の導入 

・2050 年に 80％削減を実現する社会の姿と総合的 

 

 

 

 

 

な対策でビジョンを描いている 

Ⅱ．環境カウンセラーにこれから期待すること 

1.環境カウンセラーの現状  

4,620 人（平成 21 年４月１日現在） 

（事業者部門 2,554 名、市民部門 2,066 名） 

2.環境カウンセラーの活躍について 

・環境カウンセラー研修を実施している 

・環境カウンセラーに情報を提供している 

・活躍事例の紹介をしている 

・環境カウンセラーに期待される役割は環境カウ 

ンセリング、自発的環境保全活動 

3.環境カウンセラーに望むこと 

・「地域における専門家として、持続可能な社会づ

くりに携わっていただきたい」 

その後、國廣理事長から「EC 千葉の千葉県での環境

NPO としての活動」について約 20 分間のプレゼンが

行われ、環境省に EC 千葉の活動について認識を深め

ていただき有意義であった。 

午後は、２グループに分かれて「環境カウンセラー

としてこれから何をなすべきか」をテーマに、ワーク

ショップでつぎのような議論を行った。 

1.EC 千葉の組織活動のありかた 

役員などの若返り、会員の専門性活用、行政への日

頃の接触、行政への政策提言、県内の各種活動への

参加協力、県内地域別会員活動 

2.活動テーマとジャンル 

幼稚園児・低学年小学生への環境学習、こどもを対

象としたごみの分別と環境家計簿の啓発、バイオマ

ス、地産地消、水の浄化 

3.県と NPO との協働事業の提案へのアプローチ 

 

 

寺西 武夫課長補佐の講演 

（事業部長 茂利 晃） 

秋季研修会 開催 

「環境カウンセラーとしてこれから何をなすべきか」 
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ＥＡ21 普及セミナーの開催報告 

 

 

２月 26 日(金)午後、松戸商工会議所で「エコアクシ

ョン 21 普及セミナー」を開催したところ、関係者を除

いても県内各地から約 50 名が参加され、久しぶりに活

力あふれるセミナーとなりました。 

まず、主催者を代表して松戸商工会議所の高橋 健治

専務理事から「多くの事業者にとって環境への取組が

必須事項として要求される時代になりつつある」との

ご挨拶を頂いた後、後援者を代表として地元の松戸市

環境担当部環境計画課の槇島 直樹減
げん

ＣＯ
こ つ

2 担当室長が

「松戸市減ＣＯ2 宣言事業所制度」について説明され、

市内の事業者に広く宣言と取組を呼びかけられました。 

 

本番の第 1 部のトップは、「アースコン・マツド」

や「松戸ケナフの会」など地元でも幅広い環境活動を

永年リードする一方、今は環境カウンセラー全国連合

会の常務理事も務める当協議会の元理事長の土田 茂

通理事が「今、何故、エコアクションか？」という基

調講演を行いました。 

続いて隣接する柏市在住の審査人で当協議会の環境

マネジメントシステム支援センター（EMS 支援センタ

ー）の青木 誠副センター長が「エコアクション 21 の

取組方法とそのメリット」について講演しました。 

前者は、環境省の「チャレンジ 25」などの政府の取

組やエコアクションの政策上の位置づけなど環境省の

資料を加えてエコアクションの緊急性を訴えました。 

後者は、初年の取組を始めるにあたって重要な計画

の策定とその取組のメリットに重点をおいた内容でし

た。 

続く事例発表の一番手は、松戸市内に工場がある㈱

ディグでした。４年前に環境省から「環境活動レポー

ト大賞」を授与されている企業で、印刷工場を徹底的

に IT 化して印刷ロスを防いだり、化学物質の使用量を

削減しています。さらに、印刷内容の受け取り、その

編集提案の提出と相談を従来は営業マンが車で訪問し

て行っていたのを全て LAN 化してガソリンと時間を

節約した等の取り組みが杉井社長から紹介されました。 

続いて、柏市の産廃処理業の山本産業㈱から、単に

産廃の収集運搬や処理に取り組むだけでなく、生ごみ

から完熟肥料を作って周辺農家に提供したり、環境に

興味を持ってもらう手作り紙芝居で近隣小学校に出前

授業を行ったりの地域貢献も行っていることが地味な

がら話され、参加者の関心を惹きました。 

最後は、最初の土田 茂通理事と同じく松戸市民で審

査人であるあり当協議会の EMS 支援センターの西田 

啓作副センター長が「エコアクション 21 認証・登録の

手続きとそのポイント」を説明しました。工場など問

題がある部分を外して事務所などのきれいな所だけの

審査を受けるのは駄目で、全組織、全活動で受審する

のが原則であること、認証・登録をされれば終わりな

のではなく、毎年審査があることなどが要点でした。 

 

第２部では、希望者から個別相談を受けました。 

すでに取組を具体的に検討しておられる事業者、取

り組もうかどうか迷っておられる事業者などから相談

があり、当日会場に詰めていた審査員が３社に応対し

ました。この３社を含めて、今回参加者は EMS 支援セ

ンター員がぜひ取り組んでいただけるようにフォロー

したいと考えています。 

EMS 支援センターとしては、21 年度にこの普及セミ

ナーを尐なくとも３ケ所で開催することを計画したの

に、７月に自治体向けのそれを千葉で１回開いたのみ

でした。一般事業者向けのセミナーを今まで開催して

いなかったため、心待ちしておられた事業者が山武市

や富津市などの遠方からも反対側の端に位置する松戸

でのセミナーに参加して下さった理由ではないかとも

考えられます。 

平成 22 年度は本紙５ページにご案内のとおり、７月

に千葉で開催を予定し、それ以外に各地で尐なくとも

もう２回の開催を計画すべく、準備を進めたいと考え

ています。 

最後に、今回の普及セミナーの開催に大変ご協力下

さった松戸商工会議所環境対策相談室の三澤 達夫室

長に厚くお礼を申しあげます。 

（環境マネジメントシステム支援センター副センター長 

西田啓作） 
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ＥＡ21 地域普及セミナー 

 

環境省が推進するエコアクション 21（EA21）の今年

度初めてのセミナーです。 

EA21 は、環境省が 2004 年に策定した環境経営シス

テムで ISO 14001 に比較して広範な中小企業、学校、

公共機関などが環境への取組を効果的・効率的に行う

のに大変便利にできています。 

EA21 は、４月現在、全国で約 4,500 件認証・登録さ

れており、毎年 1,000件増えていると言われています。 

千葉県は 110 件程度で全国第 12 番目位です。 

全国的に大分知名度が上がってきました。 

当協議会は毎年数回、EA21 普及セミナーを開催して

います。今年度は、まず千葉商工会議所で開催します。 

セミナーの内容は以下のとおりです。 

日時 平成 22 年７月 30 日(金)13：30～17:00 

会場 千葉商工会議所 14 階第２ホール 

主催 当協議会及び千葉商工会議所 

講演 ①今、何故、エコアクションか？ 

講師 種本利治氏（会員、EA21 審査人） 

講演 ②EA21の取組方法とそのメリット 

講師 野口 久氏（会員、EA21 審査人） 

事例紹介 EA21 に取組んでの成果 

 ③精密機械部品製造 ㈱サンコー 

 ④福祉用具のレンタル販売 ㈱ハートウェル 

講演 ⑤EA21 認証・登録の手続きとそのポイント 

 講師 服部達雄氏（地域事務局員、EA21 審査人） 

参加費 無料 

問合せ先 二宮悳（Tel&Fax：0436-61-2083） 

（環境マネジメントシステム支援センター長 二宮 悳） 

 

 

ISO 内部監査員養成講座 

今年も ISO 9001 及び ISO 14001 の内部監査員養成

講座を２回ずつ開催します。 

①ISO 9001：平成 22 年６月 17・18 日（木・土） 

②ISO 14001：平成 22 年７月 15・16 日（木・土） 

③ISO 9001：平成 22 年９月 16・17 日（木・土） 

④ISO 14001：平成 22 年 11 月 18・19 日（木・土） 

講師 野口 久氏（会員、ISO 審査員）①③④担当 

      西田 啓作氏（会員、ISO 審査員）②担当 

会場 いずれも千葉商工会議所、定員 24 名 

受講料 ３万円 

千葉商工会議所との共催 

（環境マネジメントシステム支援センター長 二宮 悳） 

 

第 13 回企業環境セミナー 

 

当協議会では、ISO 14001 の認証取得済みで改善向

上をめざす企業及びこれから認証取得をめざす企業を

対象に企業環境セミナーを毎年開催しています。 

今年は 10 月 15 日に千葉商工会議所で開催します。 

今回で第 13 回目です。当初は、ISO 14001 の構築の

啓発を目的にしていましたが、次第に事業者が成熟さ

れ継続的改善をめざす方向に変ってきました。従って

最近は参加者も構築を検討している企業だけでなく、

認証取得済企業が多くなっています。 

近年、ISO は何のメリットがあるのか議論されるこ

とが多く、そのような背景を踏まえて今年は、「経営

に役立つ ISO 14001」というタイトルで開催します。 

概要は以下のとおり。 

日時 平成 22 年 10 月 15 日(金)13:00～17:00 

場所 千葉商工会議所 14 階第 1 ホール 

主催 当協議会及び千葉商工会議所 

基調講演 経営に役立つ ISO 14001 

（企業の実態とその改善点） 

  講師 荒野喆也氏（会員、ISO 審査員） 

事例紹介 

（1）広栄化学工業株式会社（化学製品の製造） 

（2）千葉オイレッシュ株式会社（産業廃棄物事業） 

講演 原理・原則に沿った目的・目標設定と運用 

（企業の目的を達成するために EMS で環境パフォー

マンスに良い結果をもたらす方法） 

講師 山本光男氏（会員、ISO 審査員） 

参加費 1,000 円 

環境カウンセラーの方もご出席ください。 

申込先 二宮悳（Tel&Fax：0436-61-2083） 

 

 

第 12 回企業環境セミナー（2009 年 10 月９日） 

（環境マネジメントシステム支援センター長 二宮 悳） 

開催案内 

開催案内 開催案内 
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地球温暖化対策活動 

[チーム・マイナス 6％]から 
[チャレンジ 25]へ 

 

地球温暖化対策センターセンター長 辻川 毅 

 

地球温暖化問題は人類存続の脅威であることが

IPCC 第 4 次報告書で共通の認識として表明され、世

界各国が対応に努力しているところです。 

2005 年 2 月 16 日「京都議定書」が発効し、日本は

2008 年から 2012 年の間に CO２などの温室効果ガス

排出量を 1990 年比で 6%削減することを義務とし、

様々な対策を進めていますが、その一環として[チー

ム・マイナス 6%]国民運動が推進され 2009 年度には

約 35,000 団体と 340 万人(個人)が活動中であります。 

 このような中、2009 年 9 月 22 日に鳩山総理が国連

気候変動サミットで、環境を守り、未来の子供たちに

引き継ぐため、日本の温室効果ガスの排出量を 2020

年までに、1990年比で 25%削減すると表明しました。 

 この施策推進にあたり、今までの[チーム･マイナス

6%:]を解消し、2010 年 1 月 14 日から[チャレンジ 25

キャンペーン]を展開することになりました。 

 この詳細ロードマップと目標は 2010年 3～4月で表

明するべく、政府で検討取りまとめ中でありますが、

発足にあたり、6 つのチャレンジ…①エコな生活スタ

イル、②省エネ製品の活用、③自然エネルギーの活用、

④ビル・住宅のエコ化、⑤CO２削減につなげる行動、

⑥温暖化防止活動に参加と 25 のアクションプランが

提言されています。 

 一方 2009 年 12 月の COP15 会合で、米国・中国を

含む主要国による「コペンハーゲン合意」が取りまと

められましたが、その合意事項の主な内容は 

1. 温室効果ガス削減目標と行動…2050 年(長期目

標)において、産業革命以前からの気温上昇を２℃

以内に抑えるため地球全体の排出量を大幅削減

の必要性に合意。また 2020 年(中期目標）に先進

国は削減目標、途上国は削減行動を 2010 年 1 月

末までに表明すること。 

2. 途上国支援として…先進国は 2010 年から 2012

年に新たに短期資金として、3900 億ドル拠出、

2020年までに長期資金として 1000億ドルの拠出。

…CO２の排出削減（REDD）対応として、植林等

の取組と、森林の減尐・务化に起因する REDD

の強化。 

であります。一方、包括的な枠組みと京都議定書のそ

れぞれについて、2011 年 11 月の COP16（メキシコ）

で結論を出すこととなっています。 

 

環境公開講座開催報告 

「気象と生活」 

 

１月 31 日(日)午前、千葉市民会館に、銚子地方気象

台の鈴木 淳総務課長を講師にお迎えして、表題のテー

マで講演していただいた。当日、講演資料はなく、演

者の体験（縦糸）に、随時自由に質問を受け付け、そ

れに答える（横糸）やり方で２時間話された。 

   

鈴木 淳総務課長の講演 

静岡県出身の演者は、静岡地方気象台を起点に、富

山、福井、羽田、輪島、名古屋を経て、現在、銚子気

象台に勤務。 

かって、その都度、我子が転校を余儀なくされて閉

口したが、各地特有の気象を直に体験して、気象官は

一人前に成長していくのだと 54 歳の今、ようやく分か

ってきたとの体験談になるほどと思った。 

以下、講演内容に沿って印象に残った点を記述する。 

地球の温暖化が進むと何が起こるか、又それは何故

なのかを常に考えてほしい。米作も、北陸地方は困っ

ているが、秋田では豊作になった。ロシアでは従来、

寒冷で不可能だった地域で農作物が可能になっている。 

実際に現地に行って自分の目で見て、その原因を考

えて見ることが大切だ。海水温は 27℃付近が境でこれ

を越すと上昇気流が顕著になり台風が発生する。 

進路予報がたびたび外れるのは南方海上の観測点が

尐ないからだ。又、最近、桜の開花時期が狂い、梅雨

入りや明けも不明確だ。局地的な集中豪雨も頻発、昔、

遊水地だった所の宅地化などにより、災害が増幅され

ているのが現状だ。 

今年５月から、大雨等の警報が従来よりきめ細かく

発表される予定。 

最近は風の予報ニーズが多く、対応するには米軍の

航空管制や民間機の飛行問題等が複雑に絡み、観測気

球打上げも規制を受ける厳しい現状を打ち明けられた。 

当日の参加者は会員 22 名、非会員９名、合計 27 名

であった。 

（広報部員 松本源寿） 
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～千葉市から始める環境ライフ～ 

第 4 回 3R 推進全国大会 in ちばの 

開催に参加して 
 

１．はじめに 

平成 21 年４月 21 日に千葉市環境管理部ごみ減量推

進課からの電話と訪問により、第４回３Ｒ推進全国大

会 in ちばが、10 月 16 日(金)～18 日(日)の３日間、

千葉ポートアリーナとホテルグリーンタワー千葉で、

環境省と千葉市共催で開催されることになったとのこ

とで、その実行委員会に当協議会（EC 千葉）の参加

を要請された。 

主な開催内容は、全国大会式典＆記念講演会(16 日)、

ちばし環境展－これが３日間通じて行われるメインイ

ベント、 ３Ｒ活動事例発表や講座(17、18 日の両日)

などである。 

実行委員会は、行政、市民、企業、NPO との協働と

し、環境省、千葉市のほか、関東地方環境事務所、３

Ｒ活動推進フォーラム、千葉商工会議所、千葉市大型

店会、千葉市婦人団体連絡協議会、千葉県産業廃棄物

協会、千葉県環境保全協議会で構成を予定しており、

NPO としての参加を当協議会に要請されたのである。 

千葉市は、現在、「焼却ごみ 1／3 削減」に取り組ん

でいることに NPO として協力を惜しまないこと、EC

千葉にも多くの千葉市民がいることから、委員に加わ

ることを 5 月の EC 千葉の理事会で決めた。 

実行委員会員に戸村 泰副理事長、幹事会委員に野口     

康男理事がなることになり、実行委員会は、4／27、

10／7、12／21 に、幹事会は、5／18、7／下旬、9／

中旬、12／中旬に開催予定となった。 

 

２．大会の状況と EC 千葉の活動 

10 月 16 日(金)、17 日(土)、18 日(日)の３日間は、

幸い秋晴れの好天に恵まれ、公式発表では 10,000 人

の参加者があった。 

この大会は、広いアリーナとホテルを使って、同大

会のコンセプトである「市民・事業者・行政が一堂に

会し、循環型社会形成に関するそれぞれの知識や経験

を交換するとともに、参加者一人ひとりが自らのライ

フスタイルを見直し、ごみゼロ社会の実現や循環型社

会の形成に向けた取組を推進する」にもとづいて、極

めて多彩な催しの複合体となった。 

大会の主な状況と EC 千葉の活動について報告する。 

①大会の冒頭に催された大会式典では、環境大臣政務

官のあいさつに引き続いて、千葉市熊谷市長が力強

い「焼却ごみ 1／3 削減」の実現に向けての決意を表

明されたのは印象的であった。 

②３日間、アリーナの大きな場所を占めたのは、「ち

ばし環境展」で、64 の企業・団体がブースをさまざ

まな趣向で飾り，３Ｒ活動をＰＲしていた。NPO な

どの多くの市民団体が出展に参加することが大切と

考え、実行委員会に NPO の出展費無料を提案し実

現することができたのは良かった。 

③EC 千葉の展示にあたっては、野口 康男理事などの

発案で志を共にする市内の 4 つの NPO の環境団体

（生ごみ減量研究会、ビオスの会、千葉大環境 ISO

学生委員会、環境ネット）と合同展示を行った。合

同展示は初めての試みだったが、広いブースで大成

功だった。 

当協議会の大山 長七郎廃棄物対策センター副セン

ター長の豊富な分別サンプルの展示と説明は好評だ

った。 

その他、EC 千葉の環境学習センターの紹介，EA21

の紹介、浄化槽適正使用の重要性の紹介などのポス

ター展示を担当し、連日７～８名の EC 千葉の会員

が参加した。 

④千葉市焼却ごみ 1／3 削減推進市民会議の中間発表

と公開討論会に出席した。(17 日) 

⑤県民環境講座の市民代表パネラーとして、３Ｒ推進

に係る「私の身近な市民活動例の紹介とこれからの

循環型社会の重要性」について戸村 泰副理事長が発

表した。(18 日） 

⑥ベイＦＭが組む本大会に関する特別番組で EC 千葉

が紹介されることになり、その取材に対応した。 

 

３．さいごに 

この大会は、官製の催しとなりがちだが、目的は一

般市民に３Ｒの重要性を広めようと言うもののはずで

あり、ならば、もっと大会の運営により多くの市民が

加わる工夫をすべきと思った。 

  （副理事長・環境学習センター長 戸村 泰） 
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県立茂原高校の環境科学特別授業 

11 月 10 日と 24 日、県立茂原高等学校の３年生 13

名を対象の環境科学（宮本明宣先生担当）の授業で、

「シュロの植生と環境変化」について中庭 武雄と山口 

由富子が特別授業を実施した。 

授業は、学校近隣に観察に適した森林がなかったた

めパワーポイントを使用し室内での学習になった。 

1 時限は、身近な植生変化、野外観察法、シュロの植

生調査結果をもとにした考察、身近な森林に出現して

きた樹木・減尐している樹木について学習した。 

２時限は、植生の北方と高所への移動の現状を、北

アルプス・南アルプス等におけるハイマツ群落に侵入

するダテカンバ、キバナシャクナゲの群落に侵入する

ハクサンシャクナゲなどの画像をもとに考察した。 

また、農作物の高温障害・動物への影響等、温暖化

の影響を国内・地球規模で捉え防止策などを学習した。 

学習後の生徒感想文は、「・地球温暖化が人間の問

題だけなく地球全体の問題なので、温暖化を進めてし

まった人間が責任を持って解決しなければいけな

い。・先生のお陰で植生変化の現状から地球温暖化の

現在の危機を身近に感じることができた。自然環境を

守るために私も何か行動を起こしたい。日本は CO₂排

出量にかなり気遣っていると聞き感心したが、すべて

の人が省エネに強く関心を持たないと温暖化は尐しず

つ進んでいくだろう。緑の大切さとともに微細なこと

からでも実践していかなくてはならないと知った。・

動植物と環境が、こんな深い関係があることを知り驚

いた。こういう現状になった原因は、私たちがもたら

してしまった地球温暖化、これ以上の進行を防ぐため

にも、私たちができることをしっかり取りくんでいき

たい。」等純粋な気持ちで綴られていた。残念ながら

総合学習は、今後進学指導などで継続できない状況に

あるとのことであった。 

（環境学習センター副センター長 中庭 武雄） 

 

 

 

 

県立鎌ヶ谷西高校の環境学習授業 

県立鎌ヶ谷西高校から環境学習授業を対応してもら

えるかとの連絡が事務局に来たのは、7 月 7 日だった。 

実は 2008 年からの環境学習センターの広報活動の

一環で辻川 毅理事が当校(高野義教教諭)と環境学習授

業を打診･接触していた。早速、担当の古賀直子教諭（生

物、2 学年総合学習担当）をお尋ねし計画の概要を相談。 

①2 学年総合学習授業は、環境をテーマに年間計画を

作成し、文科省の SPP（Science Partnership Project）

に採択された。②11 月 25 日(水)に「千葉の自然環境と

その保全」のテーマで授業（第 5＆6 時限(約 2 時間)）

を、2 学年 186 名を 8 クラスに分け並行して行う。 

③講師の依頼先は、東邦大学教授及び千葉県環境ア

ドバイザー3 名にも依頼しているので、当協議会は以下

の 4 つの講座とその講師を担当する。 

1．「バイオマスの活用の講座」講師：阿部邦夫・服部

達雄、生徒数 20 名。やや難しいテーマなので生徒に関

心を持たせるよう実験を多くした。新型の水素自動車

実演、メタン消化液の臭気体験、南極・北極の氷が解

けた時の海面上昇実験や、さらにマケドニア共和国で

行ったセミナーの説明も行った。講義のあとレポート

を書かせたところ 18 名が提出してくれた。寝たふりの

生徒も一応話は聞いているのだなーと感心。２名の生

徒は非常に熱心に聞いてくれて質問も的確にしてくれ

た。東京理科大を受験するつもりでバイオマスを勉強

したいと言っていた。大変うれしいことであった。 

2．「水の分析の方法を学ぶ講座」講師：長内 悦子・

久保田 隆・長谷川 三喜雄、生徒数 22 名 

3．「食の観点から地球の温暖化を考える講座」講師：

小野 鈴子・倉田 智子、生徒数 21 名 

4．「グリーンコンシューマーとマイバッグ持参活動

の講座」講師：大西 優子、生徒数 19 名 

（環境学習センター副センター長 阿部 邦夫 

・センター長 戸村 泰） 

 

県立高校での環境学習授業の報告 
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房総丘陵の植生観察会は、11 月 27 日(金)、JR 久留

里駅前に集合し、参加者 9 名が車に分乗し、札郷作業

所に向かい東大演習林で実施した。作業所では、2 名の

講師の先生から講義を聞くことができた。 

東大の才木  道雄先生から、房総の東大演習林は

32,000ha で JR 山手線の 5 倍の面積を有し、全国には

7 箇所の演習林（国土の 1／1000）があり大学における

教育の場、研究の場、社会教育の場等の役割について

の概要を聞くことができた。 

籐平 量男先生（元県立高等学校生物教師、房総のヒ

メコマツ研究グループ代表）から、房総丘陵の植物相

は、西南日本からの植物相の北限、東端（ウバメガシ

ワ、オガタマノキ、ヒロハドウダンツツジなど）にな

っている。一方房総丘陵は標高 300ｍ前後ながらヒメ

コマツ、ヒカゲツツジ、ツガ、モミなどの山地帯の植

物群が険しい尾根筋に分布している。しかし、氷期遺

存種であるヒメコマツが近年急激に減尐し絶滅の危機

にある。成木の主な枯死原因は、松くい虫被害、1990

年代の異常気象による干害により 20 年ほどの間に約

10 分の１に激減し現在確認されている個体は 85 本で

緊急な保全が必要である状況であることが分かった。 

午後は、ヒメコマツの実生を育苗する畑、モミ・ツ

ガなどの針葉樹天然林、ヤマザクラ・イロハモミジ・

カゴノキなどの広葉樹天然林、光が良く通る樹高 40m

もあるスギの人工林などを見学した。最後に尾根にわ

ずかに残る貴重なヒメコマツも観察でき房総丘陵の多

様な植生と素晴らしい紅葉も観賞でき感動の 1 日だっ

た。ご指導いただいた先生方に心より感謝する。 

また、当日は暖かく出なくなったはずのヤマビルま

で出現し、刺された人もあるなど自然の複雑さを最後

まで教えられた観察会であった。 

（環境学習センター副センター長 中庭 武雄） 

 

 

 

 

11 月 20 日(金)、21 日(土)の 2 日間、千葉市の「きぼ

ーる」の 1 階アトリュームにて、「千葉市民活動フェ

ア 2009 in きぼーる」が開催された。 

当協議会が理事会などさまざまな会合や打ち合わせ

場所として大いに利用させていただいている千葉市民

活動センターが中心になって開催されていた「千葉市

民活動フェア」（当協議会から野口 康男理事が運営委

員として参加している）は、千葉市民活動センターで

は手狭なため新しくできた「きぼーる」に場所を移し

て、「千葉市民活動フェア 2009 in きぼーる」と名称

も新たに開催された。 

当協議会からは、ポスターと資料（協議会紹介、環

境学習活動事例、浄化漕の適正管理の重要性、エコア

クション 21 紹介）の展示で参加した。 

各出展者がそれぞれのアピール文を作って展示に飾

ろうとの試みが行われ、当協議会はつぎのアピールを

した。 

千葉市をずーっと住み続けやすい街にするために
私たちにできること それは・・・・

です!!

「環境立市・千葉」として地球温暖化対策、
環境保全対策等を市民と共に実践し、
日本一の「エコ都市」をめざすこと

NPO法人環境カウンセラー千葉県協議会

（副理事長 戸村 泰） 

 

 

 

 

2009 年 11 月 1 日～2010 年４月４日の間、当協議会

（ＥＣ千葉）への寄付金として、つぎの方々がくださ

いました。 

有馬 富穂様 50,000 円 

國廣 隆紀様 32,500 円 

戸村 泰様   32,500 円 

二宮 悳様   33,000 円 

福井 信行様 30,000 円 

宮田 勉様   10,000 円 

吉野 定治様  9,000 円 

ありがとうございました。 

出展報告 

千葉市民活動フェア２００９ in きぼーる 
自然観察会開催報告 

房総丘陵の植生観察会 

 

総務部からのお知らせ 
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森川 礼子（もりかわ れいこ） 

市民部門・茂原市 

はじめまして。茂原市に住んでいる森川礼子です。 

グループメールには早くに入れていただき、皆さん

の常に勉強されているご様子を見て、ご一緒に活動で

きるか心配になっていますが、楽しく色々なことを勉

強していきたいと思います。 

現在、地元の自然観察の活動をしている市民団体の

代表や環境教育活動の市民団体にも所属しています。

自然観察などの活動から環境問題への興味関心を深め、

解決のための行動の取れる人が増えるように勉強して

いきたいと思います。 

ご指導の程、よろしくお願致します。 

 

五十嵐 英夫（いがらし ひでお） 

袖ケ浦市 

私は８年前に現役を辞しましたが、現役時代には摩

擦摩耗防止対策技術について従事しました。 

これは省エネルギーにより二酸化炭素の発生を抑制

することに直結します。第二の人生も現役時代と関係

ある活動を志向したく、再生エネルギーを利用して電

力を生む技術や機器に関心があり、当協議会に入会す

る動機になりました。 

現在は、袖ケ浦市在住を軸足にし「科学技術者フォ

ーラム」、地域の「花の 15 会」、県温暖化防止活動推

進員、市環境審議会委員などの活動もしています。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事・ECU 担当  土田 茂通 

平成２１年度後半の活動は紹介すると 

１．環境省の第９回 NPO / NGO・企業環境政策提言

に ECU は応募した。ECU 以外に各環境カウンセラ

ー協議会（協会）において提言を応募したのは千葉

県協議会（EC 千葉）と栃木県協議会（EC 栃木）だ

った。ECU が提出した提言のテーマは「EA21 の活

用による二酸化炭素削減量取引制度の導入」であっ

た。全国で 57 件の応募があり、「優秀提言」２件、

「優秀に準ずる提言」５件が２回の審査会で経て選

ばれました。ECU が応募した提言は「優秀に準ずる

提言」に選ばれ、4 月 21 日に環境政策フォーラムで

発表を行った。ECU 発足以来の初めての名誉が得ら

れた。 

２．NHK「どうなる？地球の明日」の平成 22 年度の

回答者は ECU より５人（EC 福岡、EC 東京城南、

EC 兵庫、EC 千葉）が確定した。EC 千葉よりは倉

田 智子さんが選ばれた。 

３．環境大臣登録・人材認定事業の環境教育インスト

ラクター養成セミナーが３月６～７日開催され、参

加者が 80 人弱で大盛況であった。１日目の午前中は

３講義、午後と２日目の午前はワークショップが行

われた。 

４．緑化エコリーダー養成講座の全国展開が始まった。 

５．ECU 本部は EC 杉並・東京中央の事務所の一部を

使って正式な事務所を設置した。 

 

 

 

桜前線も通り過ぎて新緑が目立つようになりました

が、5 月を迎えるというのに、まだ寒さを感じる昨今で

す。昨 26 日、信州の姨捨山に行きましたらソメイヨシ

ノが満開でした。桜はまさに春の使者であることを実

感しました。中国からの黄砂が話題になったかと思う

と欧州火山の噴煙が社会的影響もたらし、さらに一昨

日は中国由来の光化学スモッグがニュースとなり、天

候の地球的話題が続いています。（TK） 

新入会員紹介 

編集後記 

訃報 

故 佐藤 満由美殿 

去る１月 16 日に逝去されました。 

生前のご厚誼に感謝し、ご冥福をお祈りします。 
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